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生物多様性に関する新潟県における取り組み？

石　沢　　　進

生物の多様性について国では、「国家戦略」として閣議

決定し、ま撮近では、添付の新聞記事のように「生物多　　斯・　潟　　日　　…報

様性総合評価委員会」の設置を決めたと報道されている・　　　　　　2008年（平成20年）11月2日（日曜日）

　新潟県では、「新潟県環境基本計画　2007－2016（平

成ユ9年3月」を公表している。その中で、施策展開とし

て「豊かな自然環境の保全と活用」の項のところに次のよ

うなノ」・項Elで取り上げている。

l

l生物多様性の確保と自然環境の再生（36頁）

1●県内の絶滅が危1具される種、希少な種などをまとめ

　た「レッドデータブックにいがた」を基に、事業者や

　県民に対し貴重な野生動植物の保護を呼び掛けるとと

　もに、環境影響評価の指導や自然公園内の事業の許可、

　各種事業計画の立案などにこれを活用し、希少種など

　の保護に努めます。

　●生物の基礎的な調査を実施し、保護・保全に関する

管理の充実、貴重な野生生物の保護などに活用します。

●（その他7点について掲載：ここでは省略）

　上記の中で、多様性に関しては、「生物の基礎的な調査

を実施する」ことが最優先される事項であると考える。環

境の変化に伴い、生物の動きがあり、絶えず観察し、資料

の蓄積無しで保護・保全はありえないと思う。10年間の

基本計画が公表されて2年ほど経過しているが、具体的な

調査の進展が見られないように感じている。レッドデータ

ブックの刊行からかなりの年限が経過し、掲載種にも変化

があるし、その後確認された種も絶滅の危険の迫っている

種もあることから、見直しや改訂も必要であるが、その動

きが見られないのが残念である。県内全域に目を向けた調

査を継続して置かなければ、改定の作業も簡単にはできな

い。つまり、生物の基礎的な調査は、常時進行させ、資料

の蓄積が伴わなければならないはずである。実行性のない

基本計画は、「絵に描いた餅」に終わるように思われてな

らない。

　生物の多様性に関する動きとしては、「多様性維持へ数

値目標を」との新たな戦略の提案も取り上げられている（新

潟日報　2008　5　12記事参照）。
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生物多様性に関する植物園の取り組み

　日本植物園協会（会長　邑田　仁氏）では、日本における多様性保全に向けた動きを始めています。

　第6回生物多様性条約締約国会議で採択された「世界植物保護戦略」では、2010年までに各国の絶滅危

惧植物種の60％を生息域外で保全することを重要な目標の一つとしています。この実現に向けて、各国の

植物園は中心的な役割を担うことが期待され、日本の植物園でも取り組みを始めています。「新潟県立植物園」

もその一端を担うため、県内の絶滅危惧植物種の収集を開始しています。会員の皆様にも協力が求められて

います。何らかの要因で絶滅危惧植物種の生息地が、危機にさらされているようでしたら、本協会の事務局

か、県立植物園に直接連絡頂ければ幸いです。


